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p醐 319 総線鑑 iこ対する外科治擦詰::i，\}の移~fít

自治法科大学外科学講gjf呼!授器外科部門

長詩JiI f~ll，佐藤平:た，大谷真手縁談給，手塚憲:ふ

遠藤 fZ故，蘇Ijl{ 泰鄭

[!ヨ的1j~~線綴 iま繰様、!二l支綿!臨lt1来のfilHt臓器でよと較的弱な態惑であ
り，その手箱3転式や治議方針についての検討はいまだ不十分である.

今回自治器科大学際議端技単J1r施設における鵜銀銭手務症鮮を検討し

た.かす象と方法}診療鋭から患者鵠殺を摘出し.iiJ、認な絞り組織謀本

設ぴレントゲンブイルムを参照した. 1975年から 2002年末までの線

路擁詑;鰐 13斜を対象とした.(結集]27iドltUiこ当j誌において外科治壌

が行われた線線議薮鮮は 13f1~であった.指l'!Îf1詩;部分類 iま mJ弱 6 1Jt

lVa期1f:札 IVbWJ 6例と滞在若綾;t:;iへの没潟の額j交がおく進行部が多

かった.リンパ節転移を 6関iこ認めた.それぞれ放射綾治療，化学療

法など築学的治主撃を千ぜった.5 ~手投苓率 45号6， 10 &l~ !I:_ ff ~~I(ま 301.){)で

あった. {考察}胸線、識はワンパ藷i転移や{背後逮部長;惑も発生しその予

後は良いものではなかった.さらに治療成績の最近の文献報告との比

較と今後の治療の検討を行い発表する予2主である.
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